
 

 

  

      

キーワードは、「自分はできる」と「挑戦」 
  

保護者の皆様、地域の皆様旧年中は、大変お世話になりました。 

昨年は、新型コロナウィルスの大流行も有り、学校を休校しなくては 

ならないこともありましたが、皆様のご支援のおかげで子ども達は、 

少しずつ行動範囲も広げながら学習を深めることができました。 

 

みなさん、「マインドセット」って聞いたことがありますか？ 

これは、無意識の思考、心の持ち方のことです。今、注目されている言葉ですが、人はみな２つのマインドセッ

トをもっているようです。 

 

 

 

 

 

 
 

ひとつめは「固定的マインドセット」 もうひとつは「成長的マインドセット」と呼ばれています。大谷翔平さんなど

は「成長的マインドセット」ですよね。「成長的マインドセット」を多くもつ子は、学力も人間力も伸びるのだそうで

す。そのためには、周りの親や教師、大人が「成長的マインドセット」を持っていることが大切なようです。 

加美小学校では、わたしたち職員みんなが子ども達を「成長的マインドセット」の心で見つめ、子ども達にも働

きかけて、自分に自信をもって進めるそんな児童を育てるため、今年も職員一同一丸となって頑張ります。 

保護者の皆様もどうぞ子ども達にプラスの声かけをお願いします。どうぞ今年もよろしくお願いします。 

 

☆
令和５年 1月１０日 

加美小学校だより 

発行 校長 梶並裕子 

幸せの種をまき、喜びをつくりだす 

 

人は生まれながらにして能力が決まっている

という考え方。だから自分には無理と思い、成

長が望めない。 

『みんなの参観日図工の時間―子どもの学びー』展  

前月号でお伝えした、県立美術館での全校図工展示ですが、 

この展覧会の目的は、子ども達がどのような過程で授業を行い 

自分の表現をしていったかということです。2年生は、廃材をもとに独自の発想を広げて「夢のお

うち」を作りました。3年生は、大原美術館に刺激を受け、この世に存在しない「まぼろしの花」を

想像力豊かに描きました。4年生は、自分の願いをしっかりこめて「元気のおまもり」を粘土で作り

ました。5 年生は、箱の中に光を活かしたすてきな世界を作りました。 6 年生は、将来の自分を見

つめ、憧れや夢を形にこめながら人物を粘土で表現しました。どの子も心をこめて自分と向き合い作

品にしました。そして、1年生は 1月 19日（木）バスで県立美術館に行き、美術館の中で「ひもひも

粘土」の授業をいたします。この作品は、自分なりの発想を広げるとともに、友達と刺激し合い共同

作品を作る授業です。 

1 月 15 日（日）～29 日（日）まで期間中入場無料ですので、もしお近くにお出かけの際は、覗い

てみていただけますと幸いです。 

マインドセット 

（心の持ち方） 

（無意識の思考） 

成長的マインドセット 

固定的マインドセット 

学ぶこと、成長することを大事にし、失敗でさ

えも学びにして、自分が成長するために必要だ

と考えている。 


